
小林 傑さん 

出身：南部町田住 

南部町の好きなところ：・人が優しい！ 

・田舎だけど人が干渉しすぎない 

・必要な時は結束する団結力がある!    

『田住に面白い人がおるよ！塾やらスキー教室やらマグロやら色々やってる人！！』 

里人の人材探しに出かけた際に聞きつけた、今回の里人である小林傑さんの噂。 

塾？スキー教室？マグロ？…なんだかよくわからないけど面白い人に違いない！と取材に伺いました。 

 

【小林さん×塾】 

活気溢れる声でハキハキとお話しされる小林さん。 

まさに塾の先生という雰囲気で、元高校球児だったと聞いて何故か更に納得した。 

塾を始められるようになったきっかけはどんなところにあったのだろう。 

 

高校卒業後、社会人野球枠で広島の“三菱重工広島造船所”に入社した小林さん。 

外国船を作る会社だったことから外国人が周りに多く、必然的に英語が必要な環境だったこともあって野球を

しながら英語の勉強もしていたそう。 

そんな折、入社 3年後に肘の怪我がきっかけで野球を辞めることになってしまう。 

社会人野球で入社して野球を辞めてしまった場合、会社は雇用をストップすることが多い中で、小林さんが勤

務していた三菱重工広島造船所では継続して働くことができた。 

その後、より英語に興味を持つようになった小林さんは、英語の先生になるという夢を持つようになる。 

教員免許取得を目指し、なんと仕事をしながら独学で勉強して大学受験に挑戦したのだ。 

後に会社を辞め、最終的には西部総合事務所の臨時職員として働きながら、ラジオの大学講座で勉強し、三度

の入試挑戦を経てついに明治学院大学に入学したのが 23歳のころ。 

 

大学卒業とともに無事に中高の教員免許を取得して南部町に戻ってきた小林さんだ

ったが、当時残念ながら教員採用が無く会社勤めをしていたそうだ。 

そんなある時、知り合いの喫茶店の主人に頼まれて、娘さんに勉強を教え始めた。 

その娘さんが受験に受かったことで、この喫茶店の方が塾を建ててくれたのが本格

的に始めるきっかけになったのだそう。 

それが日吉津で始まった“日吉津ゼミ”。 

そして後に南部町でも“小林塾”をスタートさせた小林さんは、その後 40年以上

に渡り、日吉津と南部町の二箇所で中学生の英語・数学・社会を中心に５科目を一

人で教えていたという。 

南部町には小林さんの教え子がたくさんいるのだ。 



 

【小林さん×マグロ】 

塾は現在はやっていないが、最近もっぱら忙しいのがマグロの仕事。 

小林さんは境港でマグロを選別する会社の社長代行を、かれこれ 25年ほどしているのだそう。 

聞くところによると“日本海側”で獲れたマグロの殆どが水揚げされるのが「境港」なのだとか。 

マグロの処理順序は実に多く、人数が必要。 

まずマグロを獲ったら船から水揚げされ、荷上げ荷下ろしをし、処理場に運び、ハラワタを取り、マグロを測

量しセリ場に移動。一匹ずつお腹に氷を入れ、キロごとに分けて並べ、セリにかける。 

そういう処理ができるのが境港であり、これらの工程に携わっている人はなんと 80人以上にもなるそう。 

時期によって、マグロ以外にもカニやブリやタイなども選別作業を担っている。 

 

【小林さん×スキー】 

また、実は小林さんは「大山ホワイトリゾートスノースクール」の豪円山エリアの指導代表者でもある。 

このスキースクールは、全日本スキー連盟公認のスクールで、大山のスキー場の各エリア（豪円山・中の原 

・国際）にあるのだそう。 

 

だが元々、豪円山スキー場にはスキースクールが無く、小林さんは 40年ほ

ど前にそれを立ち上げたメンバーの一人だ。 

野球少年だった小林さんは、スキーをすることはあまりなかったのだが、大

学時代のスキー合宿が単位取得になるということで始めたら、ハマったのだ

とか。 

スキーは現在も現役で毎年 1月、2月は大山に毎日行く。 

なんと数年前にはスキーをしにニュージーランドに行かれたほど本格的！ 

 

ピーク時は、朝は境港に魚の選別に出かけ、昼からスキー教室で大山へ登り、夜は塾で勉強を教えるというハ

ードスケジュールをこなしていた頃もあり、他にもゴルフで県予選に選手として出場されていた時期もあった

そうで、聞くだけでなんとエネルギッシュ！！  

そんな小林さんの今後の楽しみは孫の成長だそう。 

お孫さんとキャッチボールやスキーをする姿が目に浮かぶようだ。 

 

 

 

 

 

 

〜取材者の一言〜 

塾では勿論受験に向けての勉強を教えながらも、『試験に関係なく「地理と歴史」は

必ずやっておけよ！将来社会に出た時に必ず役に立つから！』と言っていたと話され

ていて、そういう考えの幅の広さを、私も若い時に教えていただきたかったな〜ととて

も思いました！ 

「野球」というそれまで打ち込んでいたことができなくなっても、また新たに自分の

やりたいことを見出して行く力や、年齢を重ねながらも多方面に色々なことに取り組

むエネルギッシュさは、真似したいです！！ 

 

渡邉舞 （わたなべまい）/大阪府出身 

南部町地域おこし協力隊 

 


